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A happy New Year

　「令和」が幕を開け初めての新春となりました。皆様いかがお過ごしで
しょうか。
　昨年の 4月に統一地方選挙を経て八王子市議会に送り出して頂いてから
８か月が経ちました。
　３回の本会議にはすべて一般質問をさせていただきました。常任委員会
では「厚生委員会」に所属し厚生委員会副委員長、都市づくり・ニュータウ
ン対策特別委員会、会派である「自民党新政会」では政調会に所属いたしま
した。まだまだ半人前ですが、市議と子育てを並行しながら全力投球で頑
張っております。
　日々全力投球で頑張れる源は、ご支援頂いている皆様のお力添えや温か
いお言葉であり、家族・友人の絶え間ない協力であり本当に感謝しており
ます。
　小さなことでも一つひとつ大切に、八王子のことを考え「気づき」を大切
に、皆様との出会いを大切に、「つなげたい想い、咲かせたい笑顔」をあらた
めて胸に刻み今後とも頑張ってまいります。
本年もよろしくお願いいたします。

八王子市議会議員 にしむろ真希

●『おもちゃカフェdattochi』オープン
　キッズデザイン賞受賞
●親子で通える着付け教室・茶道教室・
   書道教室運営
●ファミリーとまちを繋ぐイベント　
 『ファミリーフェスin八王子みんなのキャンバス』
　実行委員長(１回～５回目迄)
●『八王子プレゼント成人式』実行委員長
●自民党政経塾１３期生

ただいま、自民党八王子総支部女性活躍政策委員と
して活躍中。

●昭和56年10月14日
　八王子市北野町天龍寺にうまれる
●八王子実践幼稚園卒業
●明星小学校から明星高校進学
●東京モード学園デザイン学科卒業
●２５歳で結婚　きものの西室に嫁ぐ

にしむろ真希
(旧姓︓菅谷）

地域に食堂を
地域にみんなの居場所を

★dattochiみんなの食堂OPEN！
★フードバンク八王子と企業を結び、締結を結びました！

安定的な支援の仕組み作りをしていきます!

第2回定例会本会議にて質問をした「子ども食堂」を、それまで運営をしていた
「dattochi」の名称を付けて開設いたしました。
プレオープン日には148人のご利用がありました！

今後も必要な方に届くよう努力いたします。八王子では6人に1人貧困に苦しむご
家庭があります。ご理解・ご協力の程、よろしくお願いいたします。



東京都八王子市横山町6-12
☎ 042-657-3795

〒192-0081
にしむろ真希事務所
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議会にて

6 11/ 第2回定例会本会議一般質問
◇子育て応援企業について
◇子ども食堂について

9 3/ 第3回定例会本会議一般質問
◇学校及び生活環境で使用する薬品・薬剤について
◇子育て施策について

Facebook インスタグラム ホームページ

ママからの声
届けました!!

第2回定例会本会議では子育て応援企業について以下のような質問を行いました。

◇施策開始10年経過した今、市内企業数に対して登録企業の数が少ないように思

う。取り組みの目的と課題を知りたい。

└回答：登録数よりも目的に賛同してくださる企業を登録するようにしていると

のことで、今後は企業同士の連携強化が課題である。

第3回定例会本会議では子どもたちを取り巻く生活環境について以下のような質問を行いました。

◇子どもからお年寄りまで生活する公共施設にて市は農薬の使用についてどのように考え、どの

ように作業等を行っているのか知りたい。

12 3/ 第4回定例会本会議一般質問
◇生きる力を育む環境と居場所について
◇いじめを許さない八王子　再発防止について

第4回定例会本会議では自ら考えて行動できる子どもを八王子全体で育てていく施策について以下のような質問を行いました。

◇本市は「生きる力を育む」取り組みに力を入れていくと育成計画等に明記があるが具体的な内容を知りたい。

└回答：第３次子ども育成計画に明記した「プレーパーク事業」は、常設ではないが現在実施している場所がある。今後、プレーパークの実施場所を

増やしながら、常設化を図っていく予定である。また、生きる力を養う取り組みではサマーキャンプ等実践的な体験を通し、災害時にも自分で決めて

行動できる子を作り、また避けることのできないデジタル社会に対応できる子を育てていく。

◇実際に八王子市の小・中学校におけるいじめの認知件数はどのように推移しているか、そして学校におけるいじめ防止に向けた今後の取り組み

について知りたい。

└回答：八王子市の小・中学校におけるいじめの認知件数は年々増えているが、件数の急増は単に各学校におけるいじめが増加したわけではなく、

教員ひとりひとりの意識が高まり軽微な案件に対してもいじめと認識している結果である。いじめ防止策としては学年に合った各種取り組み（SNS

の適切な使い方や科学的根拠に基づいたいじめ防止プログラム等）を行うとともに「八王子市いのちの大切さを共に考える日」を制定し、学校・家庭・

地域等で「いのち」について真摯に向き合う機会を作っていく。

◇子ども食堂はこの2年で 2倍に増え、新たな課題も見えてきた。支援は子供だけに限らないということが見えてきた今、市民ひとりひとりが運営

に携われるような仕組みが必要と考えるが、市側の考えが知りたい。

└回答：適切に関係機関へつなぐ仕組みづくりに対し支援し、新規開設者へ講座を行うことで地域の偏在解消をしたい。

└回答：人や環境への負担をかける農薬成分を含まない薬剤の選定や除草作業の在り方について検討する。

WHOも体に害がある可能性が高いと警鐘を鳴らすグリフォサート主成分の除草剤の散布を控えるとの答弁をいただきまし
た！
◇在宅で子育てをする方への支援としてwebを通じた情報発信の利用状況、周知方法の工夫や実態を知りたい。

└回答：子育て広場等に出向くのが苦手な方でも情報は必ず手に入り、対外とのコンタクトが取れる状況を作っていくことが重要と考えている。

Eメール: info@nishimuro-maki.jp
ホームページ︓https://nishimuro-maki.jp


